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最
近
読
ん
だ
印
象
的
な
言
葉

が
あ
り
ま
す
。「
神
に
逆
ら
い

し
覿て

き

面め
ん

の
刑
罰
は
品
性
の
堕
落

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
聖
き
こ
と

と
高
き
こ
と
と
が
見
え
な
く
な

っ
て
、
卑
し
き
こ
と
と
低
き
こ

と
と
を
追
及
す
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

こ
れ
最
も
恐
る
べ
き
刑
罰
で
あ

っ
て
、
人
に
と
っ
て
実
は
こ
れ

よ
り
も
重
い
刑
罰
は
な
い
の
で

る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
わ
た
し
た
ち

の
心
を
暗
く
す
る
も
の
が
大
変

多
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
も
、

日
本
も
近
隣
諸
国
と
の
関
係
が

悪
化
し
て
い
る
し
、
中
東
ア
ジ

ア
や
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
戦
闘

状
態
が
続
い
て
お
り
、
ア
フ
リ

カ
に
お
い
て
は
２
０
０
人
以
上

の
女
子
中
学
生
が
誘
拐
さ
れ
売

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日

本
に
お
い
て
も
原
発
事
故
が
収

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
不
幸
は
「
一
人
の
指
導

者
の
心
」
か
ら
発
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
人
の
心
に
は
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
自
己
中

心
」「
自
己
満
足
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
聖
書
の
言
葉
で
言
え

ば
「
罪
」
で
す
。
こ
こ
か
ら
集

団
や
社
会
、
国
家
や
世
界
を
破

壊
と
混
乱
、
分
断
と
争
い
に
陥

ら
せ
る
状
況
が
生
み
出
さ
れ
て

来
る
の
で
す
。
し

か
も
さ
ら
に
悪
い

こ
と
に
、
そ
の
人

自
身
が
そ
の
事
に

気
付
い
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

神
の
刑
罰
は
「
品

性
の
堕
落
」
と
い

う
特
徴
を
も
ち
、
そ
れ
が
社
会

を
大
き
く
損
な
う
結
果
に
な
る

の
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ

い
て
内
村
鑑
三
氏
は
「
神
様
の

刑
罰
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い

る
わ
け
で
す
。

キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
三
位
一

体
信
仰
を
信
じ
て
い
ま
す
。
父

な
る
神
、
子
な
る
神
、
聖
霊
な

る
神
を
信
じ
ま
す
。
毎
週
礼
拝

の
中
で
確
認
し
て
い
ま
す
。
聖

霊
な
る
神
は
、
主
イ
エ
ス
様
の

復
活
後
50
日
目
に
神
様
か
ら
与

え
ら
れ
た
恵
み
の
賜
物
で
す
。

こ
の
聖
霊
な
る
神
は
洗
礼
・
堅

信
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
に
与

え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
聖
霊
は
、

わ
た
し
た
ち
の
心
の
中
に
入
っ

て
、
わ
た
し
た
ち
の
心
を
開
き

導
い
て
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ

と
り
を
他
の
人
々
に
出
会
わ

せ
、
そ
の
出
会
い
の
中
で
イ
エ

ス
様
の
御
心
を
実
現
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
争
い
や
分
裂
の
悪
を

自
覚
さ
せ
、
愛
の
心
を
も
っ
て

争
い
と
憎
し
み
を
克
服
し
、
交

わ
り
を
回
復
し
て
い
く
の
で
す
。

人
々
を
分
裂
・
分
断
す
る
の
で

は
な
く
、
人
々
を
結
び
合
わ
せ
、

生
か
す
の
で
す
。
嫌
い
に
す
る

の
で
は
な
く
、
愛
す
る
・
共
に

生
き
る
、
に
導
く
の
が
聖
霊
な

る
神
様
で
す
。
危
機
的
な
状
況

が
押
し
迫
る
現
代
社
会
に
一
番

求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
「
わ
た

し
は
聖
霊
を
信
じ
ま
す
」
の
信

仰
だ
と
、
わ
た
し
は
信
じ
て
い

ま
す
。

（
お
く　
や
す
の
り
・
退
職
司
祭
、

聖
ル
シ
ヤ
教
会
・
堺
聖
テ
モ
テ

教
会
主
日
勤
務
）

あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
刑
罰
の

こ
と
に
重
い
わ
け
は
、
こ
れ
を

受
け
し
者
が
そ
の
刑
罰
た
る
を

解
し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。」

内
村
鑑
三
「
一
日
一
生
／
五
月

九
日
」
よ
り
（
注
：「
覿
面
」

と
は
「
天
罰
覿
面
」
と
い
う
よ

う
に
用
い
ら
れ
る
。
あ
る
事
の

効
果
が
す
ぐ
に
現
れ
る
様
子
の

意
）。最

近
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
見

束
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
被
災
地

の
仮
設
住
宅
を
出
る
こ
と
が
出

来
な
い
方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
す
。
こ
の
出
来
事
の
不
当

性
は
先
日
の
福
井
地
裁
判
決
に

お
い
て
、
明
確
に
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
世
の
出
来
事
の
す

べ
て
を
「
人
の
心
」
に
還
元
す

る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
部
分

で
そ
の
様
に
言
う
こ
と
が
で
き

わ
た
し
は

　聖
霊
を
信
じ
ま
す

司
祭
　ヨ
ハ
ネ
　奥

　康
功



大　阪　教　区　報 2014年6月22日　（2）第 437 号

初
夏
を
思
わ
せ
る
５
月
５
日

（
月
・
休
）
の
朝
10
時
30
分
か
ら
、

主
教
座
聖
堂
・
川
口
基
督
教
会
に

お
い
て
聖
職
按
手
式
が
行
わ
れ
４

５
０
人
が
出
席
し
た
。

司
祭
按
手
志
願
者
は
ジ
ョ
イ
千

松
清
美
執
事
、
ヨ
ハ
ネ
古
澤
秀
利

執
事
、
ヤ
コ
ブ
義
平
雅
夫
執
事
の

３
人
。
司
式
は
サ
ム
エ
ル
大
西
修

主
教
、
式
典
長
は
ペ
テ
ロ
岩
城　

聰
司
祭
で
あ
っ
た
。
説
教
者
に
は

京
都
教
区
ス
テ
パ
ノ
高
地　
敬
主

拝
（
４
月
27
日
・
於
大
阪
聖
パ
ウ

ロ
教
会
）
で
聖
餐
式
の
司
式
・
説

教
を
担
当
さ
れ
た
。
プ
ー
ル
学
院

同
窓
生
の
皆
さ
ん
も
多
数
来
会
さ

れ
復
活
を
祝
っ
た
。
い
う
ま
で
も

な
く
こ
の
ク
ー
パ
ー
司
祭
は
千
松

司
祭
の
出
身
教
会
に
お
け
る
よ
き

教
を
迎
え
た
。

３
人
の
新

司
祭
の
内
、

当
大
阪
教
区

初
の
日
本
人

女
性
司
祭
で

あ
る
千
松
司

祭
は
、
高
校

時
代
か
ら
庄

内
キ
リ
ス
ト

教
会
に
通
い

洗
礼
・
堅
信

を
受
け
信
徒

と
し
て
教
会

の
活
動
で
活

躍
し
た
。
高

校
卒
業
後
、

英
国
に
渡
り

Ｃ
Ｍ
Ｓ
宣
教
師
養
成
校
で
学
ん
だ

後
、
聖
職
候
補
生
に
志
願
、
大
阪

教
区
神
学
生
と
し
て
３
年
間
ウ
イ

リ
ア
ム
ス
神
学
館
で
学
ん
だ
。
今

回
の
按
手
式
に
列
席
さ
れ
た
パ
メ

ラ
・
ク
ー
パ
ー
司
祭
は
、
直
前
に

来
日
、
教
区
英
語
イ
ー
ス
タ
ー
礼

指
導
者
で
あ
っ
た
。
定
年
退
職
後
、

英
国
に
戻
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の

機
会
に
合
わ
せ
来
日
さ
れ
た
。

教
区
の
最
年
少
の
聖
職
で
あ
る

古
澤
司
祭
は
、
中
学
生
時
代
か
ら

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
野
外
教
室
で
教
会
に
出

会
い
、
住
居
近
隣
の
聖
ル
シ
ヤ
教

会
の
教
会
学
校
生
活
を
始
め
た
。

一
時
、
教
会
を
離
れ
た
が
、
ご
両

親
と
共
に
受
洗
し
た
。
病
床
洗
礼

を
受
け
た
父
親
は
大
学
時
代
に
他

界
さ
れ
た
。
当
時
、
病
床
で
最
後

ま
で
寄
り
添
い
見
送
っ
た
磯
晴
久

司
祭
の
姿
に
感
動
し
た
の
が
聖
職

志
願
の
直
接
の
動
機
で
あ
っ
た
。

◆ 祝日の聖餐式のご案内 ◆

（主教座聖堂参事会）

6月
24日（火）10：30　洗礼者ヨハネ誕生日聖餐式
30日（月）10：30　使徒聖ペテロ・使徒聖パウロ日聖餐式

7月
22日（火）10：30　マクダラの聖マリヤ日聖餐式
25日（金）10：30　使徒聖ヤコブ日聖餐式

8月
6日（水）10：30　主イエス変容の日聖餐式

15日（金）10：30　主の母聖マリヤ日聖餐式
25日（月）10：30　使徒聖バルトロマイ日聖餐式

主教座聖堂（川口基督教会）では、教会暦の祝日に、
小礼拝堂で聖餐式がおこなわれています。
どなたでも参加いただけます。ともに主を賛美し陪餐
の恵みにあずかってください。

障
が
い
者
施
設
で
働
い
た
後
、
聖

職
候
補
生
志
願
を
し
、
大
阪
教
区

神
学
生
と
し
て
３
年
間
、
聖
公
会

神
学
院
で
学
ん
だ
。

昨
年
、
執
事
按
手
を
受
け
た
義

平
司
祭
は
す
で
に
日
本
基
督
教
団

の
正
教
師
と
し
て
牧
師
経
験
や
病

院
チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
て
ゆ
た
か
な

経
験
を
持
つ
。
児
童
書
作
家
と
し

て
の
著
作
も
あ
り
多
彩
。
聖
公
会

と
の
出
会
い
は
チ
ャ
プ
レ
ン
時
代

に
受
け
た
聖
路
加
国
際
病
院
で
の

臨
床
牧
会
訓
練
で
あ
っ
た
。
礼
拝

や
諸
式
が
祈
祷
書
に
基
づ
い
て
執

（
次
頁
３
段
目
に
つ
づ
く
）

４
５
０
人
が
出
席
し
祝
福
を

４
５
０
人
が
出
席
し
祝
福
を

３
人
の
新
司
祭
誕
生
す
る
！

左より、義平、古澤、千松各新司祭
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公　　　示
救主降生２０１４年５月５日

日本聖公会大阪教区主教
主教　サムエル　大西　修

以下の人事を発令します。

西宮聖ペテロ教会牧師補の任を解き、
同教会副牧師に任命する。

高槻聖マリヤ教会牧師補の任を解き、
同教会副牧師に任命する。聖ヨハネ学園
チャプレン補の任を解き、同学園チャプ
レンに任命する。

大阪聖アンデレ教会牧師補の任を解き、
同教会副牧師に任命する。

司祭　ジョイ　千松清美

司祭　ヨハネ　古澤秀利

司祭　ヤコブ　義平雅夫

公　　　示

救主降生２０１４年４月２４日
日本聖公会大阪教区主教

主教　サムエル　大西　修

以下の人事を発令します。

５月１日付で、三光事業団のチャプレン
に任命する。

５月１日付で、東豊中聖ミカエル教会、
大阪城南キリスト教会、及び聖ガブリエ
ル教会における嘱託の任を解く。

司祭　ペテロ　岩城　聰

主教　ヤコブ　宇野　徹

去
る
４
月
27
日
㈰
午
後
５
時
か

ら
29
日
㈫
午
後
４
時
30
分
ま
で
、

ジ
ョ
イ
千
松
清
美
執
事
、
ヨ
ハ
ネ

古
澤
秀
利
執
事
、
ヤ
コ
ブ
義
平
雅

夫
執
事
の
司
祭
按
手
の
た
め
の
リ

ト
リ
ー
ト
が
、
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
っ
た
聖
ル
カ
教
会
礼
拝
堂
（
デ

ン
プ
セ
イ
記
念
館
内
）
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
司
祭
の

道
」
と
し
ま
し
た
。

27
日
に
は
内
田
望
司
祭
か
ら
セ

ッ
シ
ョ
ン
１
「
司
祭
の
道
―
祈
り

の
生
活
」、
28
日
に
は
聖
マ
ル
コ

日
聖
餐
式
に
お
い
て
原
田
光
雄
司

祭
の
説
教
、
松
岡
虔
一
司
祭
に
よ

る
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
「
司
祭
の
道
─

神
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」、
内
田
望

司
祭
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
３
「
司

祭
の
道
─
聖
餐
式
」、
京
都
教
区

京
都
復
活
教
会
石
塚
秀
司
司
祭
に

よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
４
「
司
祭
の
道

―
イ
エ
ス
と
共
に
」
と
興
味
深
く
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
の
こ
も
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

29
日
に
は
、
東
光
学
園
佐
野

信
三
理
事
長
よ
り
セ
ッ
シ
ョ
ン

５
「
施
設
と
教
会
～
東
光
学
園
の

歴
史
と
キ
リ
ス
ト
教
精
神
の
具
現

化
」
と
題
し
て
お
話
を
伺
い
、
午

後
は
大
西
修
主
教
に
よ
る
セ
ッ
シ

ョ
ン
６
「
聖
餐
式
の
作
法
」
と
題

し
て
、
実
地
指
導
と
そ
こ
に
込
め

ら
れ
て
い
る
信
仰
・
精
神
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

快
く
会
場
を
お
貸
し
下
さ
っ
た

聖
ル
カ
教
会
の
皆
様
と
、
２
泊
３

日
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ン
プ
セ
イ

記
念
館
２
階
の
個
室
と
池
田
館
を

宿
泊
場
所
と
し
て
、
ま
た
食
事
を

ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
東
光
学
園
の

ス
タ
ッ
フ
と
、
キ
ャ
ソ
ッ
ク
姿
の

黒
い
集
団
を
興
味
深
く
温
か
く
迎

え
て
く
れ
た
こ
ど
も
た
ち
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
、
報
告
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

（
い
そ　
は
る
ひ
さ
・
聖
職
養
成

委
員
長
）

行
さ
れ
、
培
わ
れ
た
霊
性
が
、
牧

会
現
場
で
の
働
き
を
支
え
る
源
泉

で
あ
る
と
考
え
、
聖
公
会
へ
転
籍

さ
れ
た
。
関
西
学
院
大
学
大
学
院

神
学
研
究
科
で
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
・
ケ
ア
を
学
ば
れ
た
。
現
在
、

教
区
の
牧
会
支
援
委
員
長
と
し
て

看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床
心
理
士

等
専
門
家
と
協
働
し
て
中
心
的
な

働
き
を
し
て
い
る
。

説
教
で
は
、
将
来
合
併
へ
の
道

を
模
索
し
協
働
を
始
め
た
京
都
教

区
高
地
主
教
が
、
次
の
よ
う
に
語

っ
た
。

「
み
心
に
従
い
正
し
く
あ
ろ
う

と
し
て
、
そ
う
あ
り
得
な
い
自
分

を
そ
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
、
そ
れ

で
も
、
神
に
従
い
行
こ
う
と
す
る

聖
職
の
姿
は
典
型
的
な
雑
草
オ
オ

バ
コ
の
よ
う
で
あ
る
。
ど
こ
に
で

も
あ
り
、
茎
は
短
く
埋
ま
っ
て
お

り
、
葉
は
地
面
に
へ
ば
り
つ
い
て

生
き
て
い
る
。
踏
ま
れ
て
も
、
踏

ま
れ
て
も
与
え
ら
れ
た
自
分
の
命

を
生
き
て
ゆ
く
。
私
は
オ
オ
バ
コ

に
な
り
た
い
」
と
。

３
司
祭
は
当
日
、
大
西
修
主
教

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
牧
師
補
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
教
会
の
副
牧
師
に
任

命
さ
れ
た
。�

（
編
集
部
）

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

司
祭
按
手
の
た
め
の
リ
ト
リ
ー
ト

司
祭
按
手
の
た
め
の
リ
ト
リ
ー
ト

聖
職
養
成
委
員
長
　司
祭
ア
ン
デ
レ
　磯

　晴
久

「
司
祭
の
道
」
を
テ
ー
マ
に
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５
月
18
日
（
日
）
に
、
大
阪
教

区
主
教
座
聖
堂
・
川
口
基
督
教
会

で
、
昨
年
来
続
け
ら
れ
て
い
た
大

屋
根
修
繕
工
事
が
完
成
し
、
雨
漏

り･

漏
水
が
完
全
に
な
く
な
っ
た

こ
と
を
感
謝
す
る
礼
拝
と
祝
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
春

に
と
く
に
ひ
ど
い
雨
漏
り
が
発
見

さ
れ
、
２
０
１
３
年
２
月
11
日
に

第
一
期
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
損
壊
か
ら
の

復
興
工
事
の
際
に
、
屋
根
ま
で
は

手
が
回
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の

遠
因
で
し
た
。
第
一
期
工
事
は
５

月
20
日
に
一
応
完
成
し
、
新
し
く

作
ら
れ
た
屋
根
が
美
し
い
姿
を
現

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
塔
屋
か

ら
の
漏
水
が
発
見
さ
れ
、
夏
に
第

二
期
と
し
て
漏
水
防
止
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
秋

に
は
二
期
工
事
も
終
了
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、12
月
に
は
『
ゴ
ス
ペ
ル・

イ
ン
・
文
楽
』
と
題
し
て
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を
テ
ー
マ

に
し
た
新
作
文
楽
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
公
演
が
礼
拝
堂
で
行
わ
れ
、
６

補
助
金
で
お
世
話
に
な
っ
た
大
阪

府
教
育
委
員
会
、
設
計
と
工
事
を

お
願
い
し
た
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

建
築
事
務
所
と
成
和
工
建
、
文
楽

関
係
者
の
皆
さ
ま
な
ど
に
、
感
謝

の
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

礼
拝
に
は
教
会･

教
区
の
信
徒
、

関
係
者
な
ど
１
５
０
人
が
参
加
し
、

喜
び
を
共
に
し
ま
し
た
。
大
西
主

教
は
日
本
で
た
く
さ
ん
の
教
会
建

築
を
通
じ
て
神
さ
ま
の
栄
光
を
現

０
０
人
の
方
が
川
口
基
督
教
会
を

訪
れ
、
た
く
さ
ん
の
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
竣
工
感
謝
礼
拝
は
、
何

よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
計
画
を
祝
福

し
、
お
守
り
く
だ
さ
っ
た
神
さ
ま

に
感
謝
を
す
る
た
め
で
し
た
。
そ

し
て
工
事
に
一
区
切
り
を
つ
け
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
援
助
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
第
一
に
川

口
基
督
教
会
と
大
阪
教
区
の
信
徒

の
皆
さ
ま
、
さ
ら
に
、
個
人
で
献

金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、

し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル･

ヴ

ォ
ー
リ
ズ
の
働
き
を
紹
介
し
、
ヴ

ォ
ー
リ
ズ
が
「
神
さ
ま
の
番
頭
」

と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
自
分

の
た
め
に
で
は
な
く
、
神
の
た
め

に
働
い
た
こ
と
を
印
象
深
く
語
ら

れ
、
参
加
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
ま

し
た
。
礼
拝
で
は
、
２
人
の
方
の

堅
信
式
も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
喜
び

が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
一
応
の
区
切
り
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
教
会
建
物
の
維

大
屋
根
修
繕
工
事
竣
工
に
感
謝

司
祭
　ペ
テ
ロ
　岩
城

　聰

川
口
基
督
教
会

祝会で挨拶する大阪府来賓

◆期間　2014年10月6日（月）～14日（火）　7泊9日
◆費用　３９７,０００円（消費税別）
◆主な訪問地（分かれて訪問することもありえます。）
ロンドン、セブンノークス（ベーカー先生ゆかりの地）
カンタベリー（世界の聖公会一致の象徴・中心地、大聖堂）
ヨーク（英国聖公会のもう一つの管区ヨーク管区の中心地、

イブリン・ロー先生とパメラ･クーパー先生の現住地、大聖堂）
ウインチェスター（フォス先生ゆかりの地、大聖堂）
ストラトフォード・アポン・エイボン（シェークスピアゆかりの地）
コッツウォルズ（風光明媚な農村）

【企画】岩城　聰（大阪教区川口基督教会牧師、元プール学院チャプレン）
岩坂正雄（前プール学院理事長）
鈴木光子（プール学院同窓会理事長）

【協賛】日本聖公会大阪教区
学校法人プール学院
一般社団法人 POOLE（同窓会）

【旅行取扱】㈱ウェンズ　松代洋子（プール学院短大英文科 11 期生）

◆申込期限：8 月 29 日（金）

◆申込および問合せ先：
　㈱ウェンズ　松代洋子　TEL：03-6380-4471
   川口基督教会　牧師・司祭　岩城聰　TEL：06-6581-5061

プール学院 135 周年記念 英国ツァー

大阪で種を蒔いた英国人宣教師
ゆかりの地を訪ねる
大阪で種を蒔いた英国人宣教師
ゆかりの地を訪ねる

持
に
は
さ
ら
に
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
引
き
続
き
「
教
会
建
物
長

期
修
繕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
区
か
ら

の
借
入
金
を
完
済
す
る
と
い
う
課

題
も
あ
り
ま
す
。
主
の
導
き
と
励

ま
し
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
に
。

（
い
わ
き　
あ
き
ら
・
川
口
基
督

教
会
牧
師
）
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１
９
９
２
年
に
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

教
会
の
復
興
と
共
に
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
以
後
22
年
間
紆
余
曲

折
あ
り
な
が
ら
も
こ
こ
ま
で
働
き

を
続
け
て
き
た
こ
と
は
感
謝
で
す
。

特
に
６
年
前
に
現
在
の
場
所
に

移
転
し
て
か
ら
、
い
ろ
ん
な
人
が

出
入
り
す
る
と
こ
ろ
に
な
り
ま
し

た
。
旧
約
聖
書
に
あ
る
「
種
々
雑

多
」
な
人
々
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

在
日
の
高
齢
者
の
ハ
ル
モ
ニ
と
知

的
障
が
い
の
あ
る
人
が
食
卓
を
共

に
し
、
韓
流
ド
ラ
マ
に
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
、
そ
の
横
で
は
精
神
障

が
い
者
が
将
棋
や
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
自
慢
は
毎
日
手

作
り
の
お
昼
ご
飯
を
提
供
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
独
居
の
高
齢
者
や

独
り
住
ま
い
の
障
が
い
者
が
共
に

食
卓
に
着
く
こ
と
は
と
て
も
大
切

な
こ
と
と
気
づ
き

ま
し
た
。
そ
し
て

暗
く
な
っ
て
か
ら

は
韓
国
語
の
学
び

に
地
域
の
人
が
訪

れ
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
願

い
は
当
初
よ
り

「
地
域
の
人
々
と

共
に
歩
む
こ
と
」

で
す
。
こ
れ
は
22

年
た
っ
た
今
も
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
近
頃
は
学
生

も
国
境
を
越
え
て

学
び
に
来
る
場
に

も
な
り
ま
し
た
。

日
の
人
々
の
こ
と
を
教
会
で
分
か

ち
合
い
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

近
年
の
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」

に
よ
っ
て
在
日
の
少
な
く
な
い
人

が
心
を
痛
め
、「
萎
縮
」
さ
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
弱
い
も
の
を
貶お

と
しめ

て
さ
ら
に
攻
撃
す
る
。
い
つ
か
ら

日
本
社
会
は
こ
の
よ
う
な
醜
い
部

分
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
弱
い
人
は
「
弱
く
さ
れ
た

人
」
で
も
あ
り
ま
す
。
聖
公
会
生

野
セ
ン
タ
ー
に
出
入
り
す
る
人
々

は
何
ら
か
の
重
荷
を
背
負
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
重
荷
を
少

し
で
も
軽
く
で
き
る
お
手
伝
い
を

し
た
い
と
願
い
ま
す
。

（
お
う　
く
わ
ん
ひ
ょ
ん
）

　
「
狐
に

は
穴
が
あ

り
、
空
の
鳥

に
は
巣
が
あ
る
。
だ
が
、
人
の

子
に
は
枕
す
る
所
も
な
い
。」

と
主
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
ま
し
た

（
マ
タ
イ
８
：
20
）。
公
生
涯
に

入
ら
れ
て
か
ら
は
東
奔
西
走
の

日
々
、
ゆ
っ
く
り
お
休
み
に
な

る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
さ
に
こ

の
世
の
旅
人
と
し
て
、
ホ
ー
ム
レ

ス
に
近
い
生
活
を
な
さ
っ
て
お
ら

れ
た
主
イ
エ
ス
で
し
た
。

そ
れ
に
比
べ
、
わ
た
し
の
こ
れ

ま
で
70
年
間
の
日
々
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
住
ま
い
で
困
っ
た

こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
戦
時
中
の
１
９
４
４
年
、
疎

開
先
（
母
親
の
在
所
）
の
蚕
室
で

生
ま
れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
、
牧

師
館
と
い
う
恵
ま
れ
た
住
ま
い
が

常
に
与
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ご

く
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
何
不
自

由
な
く
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と

を
今
改
め
て
思
う
と
き
、
感
謝
の

念
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
牧
師
館

に
住
み
ま
し
た
。
週
日
は
牧
師
館

と
し
て
生
活
し
て
い
た
所
も
、
主

日
と
集
会
の
あ
る
日
に
は
礼
拝
堂
、

集
会
室
に
早
変
わ
り
し
ま
し
た
。

６
畳
ひ
と
間
に
６
人
、
箪
笥
が

あ
り
、
二
段
ベ
ッ
ド
の
上
下
に
子

ど
も
二
人
ず
つ
が
寝
て
、
そ
の
脇

で
夫
婦
が
寝
る
と
い
っ
た
生
活
が

10
年
近
く
続
い
た
牧
師
館
は
、
夏

と
て
も
暑
い
所
で
し
た
。
そ
れ
と

は
反
対
に
、
８
部
屋
も
あ
る
広
い

牧
師
館
（
旧
女
子
寮
）
も
体
験
、

子
ど
も
た
ち
は
念
願
が
叶
い
、
ひ

と
り
ひ
と
り
８
畳
の
部
屋
を
確
保

し
た
も
の
の
、
冬
は
氷
点
下
の
寒

さ
の
た
め
、
相
部
屋
が
暖
か
く
て

良
い
と
逆
戻
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
１
㍍
以
上

も
の
豪
雪
に
覆
わ
れ
、
戸
や
ふ
す

牧
師
に
は
枕
す
る
所
が
あ
る

ま
・
障
子
が
開
か
な
い
、
そ
ん

な
牧
師
館
も
あ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
代
、
牧

師
は
住
ま
い
に
つ
い
て
何
の
心

配
も
な
く
働
く
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

わ
た
し
も
10
カ
月
後
に
は
ホ

ー
ム
レ
ス
、
人
生
で
初
め
て
住

む
所
を
探
す
と
い
う
経
験
を
す

る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

（
主
教
サ
ム
エ
ル
大
西
修
）

聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー

総
主
事
　呉
　光
現

シ
リ
ー
ズ 

聖
公
会
関
連
施
設
紹
介 

│ 

②

日
々
歩
ん
で
い
ま
す

韓国ナザレ大学からの訪問

そ
れ
を
通
し
て
生
野
地
域
や
在
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４
月
26
日
に
台
湾
・
台
中
市
で

行
わ
れ
た
礼
拝
・
祝
会
を
中
心
に
、

部
分
参
加
も
含
め
た
28
人
が
、
４

月
24
日
～
29
日
花
蓮
・
台
中
・
台

北
の
ツ
ア
ー
を
し
ま
し
た
。
以
下

は
、
皆
さ
ん
の
感
想
文
を
繋
い
で

で
き
た
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

皆
様
と
の
出
会
い
は
、
本
当
に

ど
き
ど
き
、
は
ら
は
ら
で
し
た
。

合
流
の
た
め
台
北
駅
で
賴
榮
信
主

教
夫
妻
と
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、

発
車
10
分
前
に
な
っ
て
も
皆
様
が

初
日
の
夕
食
後
、

部
屋
で
く
つ
ろ
い

で
い
た
ら
、
花
蓮

の
聖
ル
カ
教
会
の

呉
明
龍
司
祭
が
、

信
徒
代
表
の
方
と

た
く
さ
ん
の
お
土
産
を
持
っ
て
挨

拶
に
来
て
下
さ
っ
た
の
に
は
、
恐

縮
し
ま
し
た
。
翌
朝
、
教
会
の
外

観
を
見
学
し
て
か
ら
、
太
魯
閣
渓

谷
へ
向
か
い
ま
し
た
。
歳
月
を
経

て
変
化
を
続
け
る
断
崖
絶
壁
と
、

そ
の
間
を
優
雅
な
曲
線
を
描
き
な

が
ら
流
れ
る
青
々
と
澄
み
き
っ
た

渓
流
を
左
右
に
見
つ
つ
、
蛇
行
し

て
行
く
観
光
バ
ス
と
徒
歩
コ
ー
ス

か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
風
景
は
、
必
見

の
眺
め
で
し
た
。

台
中
市
忠
信
國
民
小
學
大
禮
堂

で
の
台
湾
聖
公
会
60
周
年
記
念
行

事
に
参
加
し
て
、
子
供
た
ち
に
よ

る
和
太
鼓
演
奏
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、

聖
公
会
信
徒
の
情
熱
と
、
式
典
に

全
力
を
注
が
れ
る
賴
主
教
た
ち
の

迫
力
に
満
ち
た
進
行
に
、
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
台
湾
聖

公
会
の
信
徒
さ
ん
と
お
揃
い
の
、

濃
い
紫
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
胸
ポ
ケ

ッ
ト
に
は
、
赤
の
刺
繍
に
金
色
の

十
字
架
。
舞
台
も
客
席
も
、
同
じ

色
に
染
ま
っ
て
い
た
友
好
の
ひ
と

と
き
で
し
た
。

い
ら
っ
し
ゃ
ら
ず
、「
間
に
あ
わ

な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
し

ら
？
」
と
不
安
も
覚
え
た
頃
、
バ

ス
が
よ
う
や
く
着
き
ま
し
た
。
到

着
後
の
皆
様
の
素
早
い
行
動
に
は
、

た
だ
た
だ
感
動
！
挨
拶
も
そ
こ
そ

こ
に
、
鞄
を
引
き
ず
り
な
が
ら
主

教
の
先
導
で
駅
構
内
を
全
速
で
走

っ
て
走
っ
て
走
っ
て
セ
ー
フ
！
あ

わ
た
だ
し
く
も
座
席
に
腰
を
お
ろ

し
、
窓
の
外
を
見
た
ら
、
ホ
ー
ム

で
賴
主
教
様
が
手
を
振
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私

た
ち
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。

太
平
洋
側
を
南
下
す
る
車

窓
か
ら
見
え
る
、
台
湾
の
町

の
ビ
ル
や
街
並
み
の
あ
ま
り

き
れ
い
と
は
言
え
な
い
景
色

と
人ひ

と
気け

の
無
さ
、
海
岸
近
く

ま
で
迫
っ
た
高
い
山
々
に
驚

き
ま
し
た
。
翌
日
西
側
の
台

中
に
着
き
大
都
市
ぶ
り
を
目

に
し
て
、
東
側
と
の
違
い
・

格
差
に
ま
た
驚
き
、
東
側
は

過
疎
だ
と
聞
い
て
、
そ
う
な

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

お
香
が
、
要
所
要
所
で
清
め
る

よ
う
に
焚
か
れ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
言
葉
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
聖
公
会
の
（
礼
拝
）
様
式

で
す
の
で
、
つ
い
て
ゆ
け
ま
し
た
。

交
流
延
長
契
約
の
調
印
後
の
「
平

和
の
挨
拶
」
は
、
ま
さ
に
待
っ
て

い
た
か
の
よ
う
に
皆
様
と
握
手
、

握
手
の
連
続
で
し
た
。
喜
び
と
感

謝
の
中
で
聖
餐
を
受
け
、
礼
拝
が

終
わ
り
ま
し
た
。

昼
食
後
の
各
教
会
の
出
し
物
で

は
、
台
湾
の
方
々
、
特
に
幼
稚
園

の
先
生
、子
供
た
ち
の
歌
、ダ
ン
ス
、

ど
の
メ
ロ
デ
ィ
も
明
る
く
、
軽
や

か
な
も
の
で
、
歌
詞
の
意
味
は
分

か
ら
な
く
と
も
、
楽
し
い
雰
囲
気

を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
リ
ズ
ム
体

操
、
楽
器
演
奏
、
音
楽
劇
も
あ
り
、

幼
児
か
ら
若
者
、
高
齢
者
ま
で
、

明
る
く
強
烈
で
パ
ワ
フ
ル
な
、
よ

く
準
備
さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
連
続
で
し
た
。
ま
た
、
台
湾
聖

公
会
と
大
阪
教
区
の
友
好
を
記
念

し
て
、
辻
彩
乃
さ
ん
が
作
ら
れ
た

「
と
も
に
」（
一
起
）
は
、
現
地
で

歌
っ
て
み
る
と
（
日
本
語
と
中
国

語
両
方
の
歌
詞
で
）、
ほ
ん
と
に

そ
の
場
に
マ
ッ
チ
し
た
素
晴
ら
し

い
歌
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

日
本
語
の
出
来
る
方
々
が
常
に

優
し
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
り
、

青
年
た
ち
の
ア
ッ
シ
ャ
ー
等
「
お

も
て
な
し
」
に
よ
り
、
人
々
は
ま

た
そ
こ
に
行
き
た
く
な
り
ま
す
し
、

何
よ
り
「
お
も
て
な
し
」
は
教
会

の
中
の
信
徒
が
仲
良
く
、
充
実
し

た
交
わ
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
実
現
で
き
る
こ
と
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。お
抹
茶
と
和
菓
子・

茶
器
を
持
参
し
て
の
当
方
の
「
お

も
て
な
し
」
の
心
も
、
あ
わ
た
だ

し
い
中
で
し
た
が
、
少
し
は
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た

交
流
が
続
き
、
と
も
に
学
び
、
力

を
合
わ
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
主

に
感
謝
。

（
た
け
ば
や
し　
け
い
い
ち
・
大

阪
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
牧
師
）

台湾記念礼拝会場前で訪問団一行

「ともに」を合唱

台
湾
聖
公
会
創
立
60
周
年
記
念
行
事
に
参
加
し
て

台
湾
聖
公
会
創
立
60
周
年
記
念
行
事
に
参
加
し
て

司
祭
　ペ
テ
ロ
　竹
林
徑
一

大
阪
教
区
訪
問
団
の
報
告

大
阪
教
区
訪
問
団
の
報
告
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◎
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
役
職
者
増
加
の
為

に
：
英
国
教
会
の
新

し
い
計
画

英
国
教
会
は
、
上

級
職
に
就
く
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
出
身
聖
職

者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
新
し
い
構
想
に
着
手
し
て
い

る
。「
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
あ
げ
よ
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
試
み
は
、
主
教

会
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
、
ロ
チ

ェ
ス
タ
ー
教
区
主
教
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
ラ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
師
父
が
担

当
し
、
信
徒
と
教
役
者
の
12
人
で

構
成
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム
と
共
に

活
動
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、

少
数
民
族
出
身
の
キ
リ
ス
ト
教
徒

が
上
級
職
任
命
を
阻
ま
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
原
因
を
調
査
す
る
こ

と
に
な
る
。
ラ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
主

教
は
「
私
が
こ
の
計
画
を
担
当
す

る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
と
き
、
こ

れ
が
英
国
教
会
の
為
だ
け
で
は
な

く
、
我
々
の
国
家
へ
の
宣
教
の
威

信
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
る
と
確

信
し
た
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
出
身

の
上
級
聖
職
者
が
少
な
す
ぎ
る
か

ぎ
り
、
教
会
が
全
て
の
国
民
の
全

て
の
人
々
の
為
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
語

っ
て
い
る
。

(T
he V

oice: M
ay 29th, 

2014)

◎
米
国
で
は
韓
国
生
ま
れ
の
主
教

補
佐
が
誕
生

ア
レ
ン
・
シ
ン
師
父
の
主
教
叙

階
式
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る

教
区
主
教
座
聖
堂
セ
ン
ト
・
ジ
ョ

ー
ン
ズ
・
ザ
・
デ
バ
イ
ン
教
会
に

お
い
て
執
り
行
わ
れ
、
韓
国
生
ま

れ
の
補
佐
主
教
が
米
国
聖
公
会
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
教
区
に
誕
生
し
た
。

補
佐
主
教
は
聖
職
者
と
信
徒
に
よ

る
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
も
の
で
、

彼
は
昨
年
の
12
月
に
選
出
さ
れ
て

い
た
。
シ
ン
主
教
補
佐
は
、
１
９

７
２
年
に
家
族
と
共
に
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
．Ｃ
．に
居
住
す
る
よ
う
に
な

っ
た
韓
国
か
ら
の
移
民
で
、
１
９

９
６
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
神
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
。

叙
階
式
で
は
跪
く
シ
ン
師
父
を
、

シ
ョ
ー
リ
総
裁
主
教
を
は
じ
め
と

す
る
主
教
達
が
取
り
囲
み
、
彼
に

手
を
置
き
共
に
祈
り
を
献
げ
た
。

(A
nglican C

om
m
union 

N
ew

s Service: M
ay 19th, 

2014)

　
司
祭　
ヤ
コ
ブ　
松
平　
功（
ま

つ
だ
い
ら　

い
さ
お
・
桃
山
学

院
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
）

世界の窓世界の窓

５
月
の
爽
や
か
な
風
と
い
う
に

は
少
々
汗
ば
む
陽
気
と
な
っ
た
５

月
29
日（
木
）、
城
南
キ
リ
ス
ト
教

会
に
て
大
阪
教
区
婦
人
会
の
２
０

１
４
年
の
昇
天
日
礼
拝
と
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
第
90
回
を
記
念
す
る
総

会
と
な
り
、
テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
信
徒

の
手
紙
Ⅰ
５
：
16
─
18
の
「
い
つ

も
喜
ん
で
い
な
さ
い
。
絶
え
ず
祈

り
な
さ
い
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
感

謝
し
な
さ
い
。」
と
の
聖
句
が
添

え
ら
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
が
記

念
品
と
し
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

教
区
婦
人
会
チ
ャ
プ
レ
ン
・
内

田
望
司
祭
は
説
教
の
中
で
こ
の
聖

句
に
ふ
れ
て
「
神
学
者
の
ヘ
ン
リ

ー
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
が
著
書
に
記
さ

れ
て
い
る
『
キ
リ
ス
ト
の
香
り
を

放
つ
』
こ
と
。
婦
人
会
に
期
待
さ

れ
て
い
る
事
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昇
天
日
に
つ
い

て
も
「
天
か
ら
下
り
、

天
に
昇
ら
れ
た
イ
エ

ス
様
の
生
涯
を
示

す
Ｖ
サ
イ
ン
。
イ
エ

ス
様
が
天
に
昇
っ
て

遠
く
へ
行
っ
て
し
ま

わ
れ
た
日
で
は
な
く
、

私
た
ち
の
中
に
来
て

下
さ
っ
た
こ
と
を
大

切
に
思
う
日
。
い
つ

の
日
か
、
天
で
イ
エ

ス
様
司
式
の
聖
餐
式

に
あ
ず
か
る
こ
と
を

信
じ
る
日
」
と
お
話

し
な
さ
い
ま
し
た
。

礼
拝
・
昼
食
後
は
総
会
が
行
わ

れ
、
議
案
・
議
題
は
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
後
に
は
各
教
会
に
よ
る
バ
ザ
ー

も
行
わ
れ
、
和
や
か
な
親
睦
の
時

と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
者
は
１
９
２
人
。

席
上
献
金
（
３
５
１
，６
２
１
円
）

は
、
小
名
浜
聖
テ
モ
テ
教
会
幼
稚

園
児
の
屋
内
活
動
を
支
え
る
た
め

に
、募
金
（
２
９
，３
９
２
円
）
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
自
然
災
害
（
水

害
）
被
災
者
支
援
の
た
め
に
お
献

げ
し
ま
し
た
。

（
や
ぎ　
あ
い　
芦
屋
聖
マ
ル
コ

教
会
信
徒
）

「
昇
天
日
礼
拝
」「
総
会
」開
か
れ
る

ル
ツ

　八
木

　愛

大阪教区
婦 人 会大阪教区 教区礼拝

年に一度、ともに集い、
皆さんで神様を賛美しましょう。

午後からは楽しいプログラムがあります。

2014年 9月28日（日）10：30～
プール学院中高 清心館
サムエル　大西　修主教

と　き：

ところ：

説教者：
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ガザの人々に もっと目と心

支援の手を！

大阪教区宣教部
社会宣教委員会

そして

低体重の乳幼児低体重の乳幼児

４
月
29
日
（
火･

祝
）
川
口
基

督
教
会
に
て
「
春
キ
ッ
ズ
・
教
区

子
ど
も
礼
拝
」
が
献
げ
ら
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
46
人
、
大
人
66
人
総

勢
１
１
２
人
が
テ
ー
マ
で
あ
る

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
喜
び
」
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
子
ど
も
た
ち
の
交
流

を
目
的
と
し
た
チ
ー
ム
対
抗
ゲ
ー

ム
大
会
。
今
回
は
４
歳
か
ら
中
学

生
ま
で
の
異
な
る
年
齢
の
子
ど
も

た
ち
を
縦
割
り
で
編
成
し
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
競
っ
て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
み
ん
な
が
同
じ
フ
ロ
ア

で
過
ご
し
た
の
で
ワ
イ
ワ
イ
と
賑

や
か
で
、
参
加
者
全
員
に
一
体
感

が
持
て
ま
し
た
。
初
め
て
出
会
う

子
ど
も
た
ち
や
青
年
リ
ー
ダ
ー
が
、

び
に
満
た
さ
れ
た
時
、

礼
拝
す
る
こ
と
が
何

に
も
勝
る
神
さ
ま
へ

の
献
げ
も
の
に
な
る

こ
と
を
共
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
さ
い
と
う　

み

ち
・
石
橋
聖
ト
マ

ス
教
会
信
徒
）

笑
顔
で
会
話

を
交
わ
し
た

り
、
大
き
い

子
ど
も
た
ち

が
小
さ
い
子

ど
も
た
ち
に

気
を
配
る
場

面
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
青

年
リ
ー
ダ
ー

も
経
験
を
積

み
重
ね
る
こ

と
で
役
割
を

理
解
し
、
中

学
生
が
手
本
に
す
る
と
い
う
良
い

循
環
が
芽
生
え
始
め
て
い
ま
す
。

昼
食
は
、
教
区
婦
人
会
の
方
々

の
ご
奉
仕
に
よ
る
お
に
ぎ
り
と
豚

汁
。最

後
に
み
ん
な
で
献
げ
た
礼
拝

で
は
「
春
な
の
に
、
ク
リ
ス
マ

ス
？
」
と
内
容
に
違
和
感
を
持
た

れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
キ

ャ
ン
ド
ル
に
灯
さ
れ
た
光
を
見
つ

め
て
、
神
さ
ま
か
ら
の
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
を
告
げ
知
ら
さ
れ
た

「
羊
飼
い
た
ち
の
喜
び
」
を
静
か

に
か
み
し
め
る
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
礼
拝
に

参
加
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
」

と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

自
身
が
羊
飼
い
た
ち
の
よ
う
に
喜

地
中
海
に
面
し
た
10
㎞
×

40
㎞
の
細
長
い
土
地
、
パ
レ

ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
は
、

１
７
０
万
人
も
の
人
々
が
、

「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安
全
保
障

と
、
集
団
懲
罰
」
の
た
め
に

完
全
封
鎖
・
牢
獄
生
活
の
苦

し
み
を
長
期
間
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
２
０
１
３
年
６
月

の
隣
国
エ
ジ
プ
ト
の
政
変
の

影
響
で
、
物
資
の
流
入
が
激

減
し
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
悪

化
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
に
見
る
よ

う
に
、
米
国
主
導
の
和
平
交

渉
の
働
き
も
、
暗
礁
に
乗
り

上
げ
て
い
ま
す
。

３
月
23
日
に
大
阪
聖
ヨ
ハ

ネ
教
会
で
、
一
時
帰
国
し
て

報
告
・
講
演
を
し
て
く
れ
た

Ｊ
Ｖ
Ｃ
パ
レ
ス
チ
ナ
現
地
調

整
員
の
金
子
由
佳
さ
ん
の
レ

ポ
ー
ト
で
も
、
リ
ア
ル
に
苦

難
の
姿
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。大

阪
教
区
で
は
、
２
０
０

５
年
か
ら
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー(

Ｊ
Ｖ
Ｃ)

の

働
き
に
協
力
す
る
形
で
、
教

区
の
全
教
会
で
聖
霊
降
臨
日

「
海
外
宣
教
の
日
」
に
献
げ

ら
れ
た
信
施
を
中
心
に
、
主

に
ガ
ザ
地
区
の
子
供
た
ち
の

栄
養
補
給
事
業
支
援
の
た
め

に
継
続
的
に
送
金
し
、
ま
た

キッズフェスティバル 2014

ヘレナ　斎藤 みち

あなたのために…
キッズフェスティバル 2014

あなたのために…

大阪教区子ども礼拝
キッズフェスティバル２０１４

主催：大阪教区 宣教部生涯学習委員会

問い合わせ・参加申し込み：
斎藤みち（生涯学習委員会  子どもプロジェクト担当） 
０６-６８５４-８６５７（石橋聖トマス教会）

夏キッズは、
子どもたちがつくる礼拝ワークショップ

キッズオルガニスト募集 ！

さあ、

「さあ、ベツレヘムへ行こう。
主が知らせてくださった
その出来事を見ようではないか」 （ルカ ２：１５）

へ行こう！

夏キッズ

２０１４年７月２１日（月・祝）
（１０：００受付～１５：００）

２０１４年７月２１日（月・祝）
（１０：００受付～１５：００）

会場：川口基督教会会場：川口基督教会

（
次
頁
４
段
目
に
つ
づ
く
）
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原
発
の
燃
料
と
な
る
ウ
ラ
ン
は
、

鉱
石
と
し
て
採
掘
さ
れ
、
製
錬
、

転
換
、
濃
縮
、
再
転
換
の
過
程
を

経
て
、
直
径
１
㌢
長
さ
１
㌢
の
円

筒
形
（
ペ
レ
ッ
ト
）
の
ウ
ラ
ン
燃

料
に
成
型
加
工
さ
れ
、
ジ
ル
コ
ニ

ウ
ム
合
金
で
作
ら
れ
た
管
に
密
封

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
燃
料
棒
」

年
間
冷
や
さ
れ
、
取
り
出
さ
れ
て

再
処
理
工
場
へ
送
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
で
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

（
こ
れ
は
原
爆
製
造
に
転
用
可
能
）

を
取
り
出
し
、
残
り
の
液
状
廃
棄

物
を
ガ
ラ
ス
と
一
緒
に
高
温
で
溶

か
し
、
高
さ
34
㌢
、
直
径
43
㌢
の

ス
テ
ン
レ
ス
製
容
器
（
キ
ャ
ニ
ス

タ
ー
）に
詰
め
ま
す
。
こ
れ
が「
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」
で
、
即

死
す
る
ほ
ど
の
放
射
能
と
高
い
崩

壊
熱
を
だ
し
ま
す
。

こ
れ
を
処
理
施
設

で
一
時
（
30
～
50

年
）
貯
蔵
し
、
そ

の
後
地
下
３
０
０

㍍
の
岩
盤
の
中
に

埋
め
、
放
射
能
が

低
く
な
る
ま
で
数

万
年
以
上
も
保
管

し
続
け
る
と
い
う

構
想（
地
層
処
分
）

が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
最
終
的
な
処

分
対
策
・
技
術
は

必
ず
し
も
確
立
し

て
い
る
と
は
言
え

と
呼
び
、
一
つ
の
原
子
炉
に
は
2

万
本
か
ら
６
万
本
の
核
燃
料
棒
が

入
っ
て
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
で
大
量
に
生
み

出
さ
れ
る
使
用
済
核
燃
料
の
毒
性

は
、
地
球
上
の
毒
物
の
中
で
も
群

を
抜
い
て
い
て
、
10
万
年
に
わ
た

っ
て
環
境
か
ら
の
隔
離
が
絶
対
条

件
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
崩
壊
熱
で

核
燃
料
棒
が
溶
け
な
い
よ
う
に
原

子
炉
建
屋
内
の
貯
蔵
プ
ー
ル
で
数

原
発
問
題
に
つ
い
て
の 

Ｑ
＆
Ａ

日
本
聖
公
会
・
原
発
と
放
射
能
に
関
す
る
特
別
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特別寄稿

6

【
６
】�

放
射
性
廃
棄
物
は
ど
う
な

る
だ
ろ
う
か

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

連
絡
を
取
り
合
い
、
学
習
を
し
て

き
ま
し
た
。

50
％
を
超
え
る
失
業
者
と
食

料
の
不
足
状
態
は
、
目
に
は
見
分

け
に
く
い
「
見
え
な
い
飢
餓
」
の

増
大
と
疾
病
の
蔓
延
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
５
歳
以
下
の
幼
児
の
半

分
が
、
貧
血
・
栄
養
失
調
・
微
量

栄
養
素
の
不
足
に
よ
っ
て
成
長
・

発
達
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
状
況
を
、

少
し
で
も
改
善
し
よ
う
と
、
Ｊ
Ｖ

Ｃ
は
北
部
の
ジ
ャ
バ
リ
ヤ
市
を
拠

点
に
、
栄
養
失
調
予
防
・
改
善
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

遠
隔
地
の
我
々
に
で
き
る
こ
と

は
、
金
銭
物
資
の
支
援
に
加
え
て
、

新
聞
・
Ｔ
Ｖ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
通
し
て
常
に
最
新
の
状
況
を

知
り
、
見
つ
め
、
多
く
の
人
々
に

伝
え
る
こ
と
で
す
。
イ
エ
ス
様
が

歩
ま
れ
た
土
地
で
、
今
何
が
起
こ

っ
て
い
る
の
か
、
神
様
は
そ
れ
を

ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
思
い
を
至
ら
せ
る
こ

と
が
、
実
は
最
も
大
事
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

ず
、
今
後
10
万
年
も
の
間
、
地
層

処
分
可
能
な
地
質
環
境
が
我
が
国

に
存
在
す
る
か
ど
う
か
に
疑
問
を

持
つ
学
者
も
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
違
い
地
震
が
多
発
し
、
地
下

の
ど
こ
を
掘
っ
て
も
水
が
噴
出
す

る
日
本
で
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
の
地
層
処
分
は
そ
も
そ
も
不

可
能
な
の
で
す
。
何
よ
り
も
私
た

ち
の
想
定
可
能
な
歴
史
的
時
間
を

超
え
た
10
万
年
も
の
安
全
を
主
張

す
る
こ
と
こ
そ
が
人
間
の
傲
慢
の

証
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

燃
料
棒
の
管
、
制
御
棒
、
配
管

な
ど
の
廃
材
、
廃
液
や
フ
ィ
ル
タ

ー
、
防
護
服
等
々
、
人
体
に
影
響

を
与
え
る
レ
ベ
ル
の
も
の
は
「
低

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」
と
し
て

処
理
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
に
入

れ
セ
メ
ン
ト
で
固
め
、
地
下
４
㍍

以
上
深
く
掘
っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
穴
に
埋
め
、
３
０
０
年
間

管
理
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ウ
ラ
ン
は
多
く
の
過
程
を
経
て

核
燃
料
と
な
り
ま
す
が
、
す
で
に

濃
縮
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
燃
料
を
輸
入

し
て
い
る
日
本
に
は
製
錬
・
転
換

工
場
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

そ
の
過
程
の
廃
棄
物
処
理
は
全
て

海
外
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

「
未
来
と
い
う
ゴ
ミ
箱
に
核
の

ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
る
」
と
は
倉
田

聰
氏
の
言
葉
で
す
。

大阪教区連合男子会
結成50周年記念礼拝・祝賀会
大阪教区連合男子会

結成50周年記念礼拝・祝賀会

2014年 8月9日（土）午後２時～
10日（日）午前8時

六甲保養荘（西宮市越水社家郷山）
10,000 円（1泊 2食付き）
但し、日帰りの方は8,000円

・今後の10年を踏まえ記念のひとときを、多くの仲間
が集って共にお祝いしたいと思います。

・男子会員だけでなく、婦人会、青年の方もお誘い合
わせのうえ、ご参加下さい。

・お申し込みは、各教会代議員に6月29日までに

記念礼拝
聖 餐 式

記念講演会
記念パーティー

司式　大西　修主教
説教　岩城　聰司祭

大西　修主教

日 時

場 所

費 用



大　阪　教　区　報 2014年6月22日　（10）第 437 号

前
回
か
ら
、
大
阪
、
京
都
の
両

教
区
報
に
同
じ
内
容
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

京
都
教
区
報
に
は
２
カ
月
に
１
度

の
掲
載
に
な
り
ま
す
。
合
併
推
進

委
員
会
で
す
の
で
、
将
来
的
に
教

区
が
一
つ
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を

念
頭
に
各
作
業
部
会
で
検
討
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。

両
教
区
が
同
一

の
記
事
を
掲
載

す
る
こ
と
も
そ

の
働
き
の
一
つ

で
す
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
統

一
な
ど
も
検
討

さ
れ
て
お
り
ま

す
。推

進
委
員
会

は
２
カ
月
に
１

度
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
に
各

作
業
部
会
に
分

か
れ
て
検
討
、
調
査
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。「
教
区
報
同
一
記
事
」

も
そ
う
で
す
が
、
す
で
に
共
同
で

開
催
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

多
く
あ
り
ま
す
。
長
年
京
都
教
区

が
行
っ
て
い
た
小
学
生
や
中
高
生

を
対
象
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
両
教
区
の
教
役

者
、
青
年
た
ち
が
す
で
に
関
わ
っ

て
お
り
、
春
の
Ｊ
，
ｓ
キ
ャ
ン
プ

は
昨
年
か
ら
大
阪
教
区
と
の
共
催

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
大

阪
教
区
の
「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
京
都
の
青
年
や
教
役
者

も
企
画
段
階
か
ら
関
わ
る
予
定
で

す
。
聖
公
会
全
体
の
青
年
活
動
Ｕ

26
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
若
い
世

代
に
と
っ
て
は
、
二
つ
の
教
区
の

垣
根
は
と
て
も
低
く
、
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も

「
教
区
の
カ
ラ
ー
の
違
い
」
と
い

う
発
想
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
作
業
部
会
も
、
与
え
ら
れ
た

タ
ス
ク
を
粛
々
と
行
っ
て
お
り
ま

す
。
中
で
も
財
政
部
門
は
、
両
教

区
の
財
政
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

具
体
的
な
数
字
を
用
い
、
教
区
分

担
金
や
教
役
者
給
与
、
委
員
会

経
費
な
ど
様
々
な
分
野
を
検
証

し
、
ど
ち
ら
か
の
教
区
の
ス
タ
イ

ル
、
も
し
く
は
新
し
い
ス
タ
イ
ル

な
ど
、
よ
り
良
い
形
を
模
索
し
て

お
り
ま
す
。
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
、「
お
互
い
の
教
区
の
こ
と
を

知
る
こ
と
」
を
す
で
に
具
現
化
し

て
お
り
、
不
安
は
も
ち
ろ
ん
あ
る

け
れ
ど
も
、
よ
り
良
い
形
に
な
る

の
で
は
と
い
う
希
望
を
抱
き
ま
す
。

（
で
ぐ
ち　
た
か
し
・
Ｏ
Ｋ
推
進

委
員
会
広
報
担
当
・
京
都
教
区

執
事
）

ＯＫ委員会はいま ??

執事　出口　崇
大阪教区と京都教区の合併を推進する委員会報告

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
成
岡
宏
晃
さ

ん
と
セ
シ
リ
ア
山
﨑
恵
実
さ
ん
の

聖
婚
式
は
、
５
月
10
日
（
土
）
川

口
基
督
教
会
に
お
い
て
、
司
式
・

大
西
修
主
教
、
立
会
人
・
磯
晴
久

司
祭
ご
夫
妻
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
聖
堂

は
い
っ
ぱ
い
の
列
席
者
で
埋
ま
り

ま
し
た
。
説
教
者
の
前
田
良
彦
司

祭
（
東
京
教
区
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

教
会
）
は
説
教
の
中
で
、
ま
っ
た

く
異
な
る
環
境
で
育
っ
た
二
人
が

お
互
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
生
き

る
こ
と
の
難
し
さ
を
語
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
一
方
で
、
福
音
宣
教

の
現
場
に
遣
わ
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
他
者
の
人
生
す
べ
て
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
宣
教
の
現
場
に
臨
ま

れ
る
成
岡
聖
職
候
補
生
に
、
良
き

伴
侶
が
あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
を
神

様
に
感
謝
し
ま
す
。
お
互
い
協
力

し
て
神
様
に
祈
り
、
一
歩
一
歩
前

進
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

行
く
道
の
途
中
で
判
断
に
迷
う
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ど
う
ぞ
抱
え
込
ま

ず
に
相
談
し
、
無
理
せ
ず
助
け
を

も
と
め
て
下
さ
い
。
お
連
れ
合
い

の
恵
実
さ
ん
、
関
西
は
不
案
内
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
っ
か
り
支
え
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ご
夫
婦
は
多

く
の
友
人
、
協
力
者
を
持
っ
て
お

ら
れ
羨
ま
し
い
限
り
で
す
。
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
ご
家

庭
の
上
に
神
様
か
ら
の
豊
か
な
祝

福
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し

ま
す
。
人
を
恨
ま
ず
、
す
べ
て
の

人
に
感
謝
、
感
謝
の
日
々
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。

（
こ
い
で　
ひ
ろ
し
・
大
阪
聖
ア

ン
デ
レ
教
会
信
徒
）

大阪教区 礼拝・音楽委員会大阪教区 礼拝・音楽委員会

● 基本的に、毎月第３火曜日に行われますが、
行事などにより、変更される場合もあります。

持ち物：昼食、お茶、
裁縫箱など普段使用しているもの
はさみ、ものさし、筆記具など

７月１５日（火）10:30 ～ 15:00
教区事務所 2階にて

聖布ししゅう会聖布ししゅう会

詳しいお問い合わせなどは下記まで。
　教区事務所（℡：０６－６６２１－２１７９）または、
　礼拝･音楽委員会（オルター奉仕刺しゅう会担当）

ご
聖
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

聖
職
候
補
生 

成
岡
宏
晃
さ
ん 

と 

山
﨑
恵
実
さ
ん

ヤ
コ
ブ
　小
出
裕
司
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常
置
委
員
会
報
告

４
月
11
日（
第
６
回
定
例
）

Ⅰ
．
主
教
報
告

　
　

及
び
諸
報
告

教
会
・
施
設
の
動
き

＊
大
阪
教
区
が
大
宗
連
議
長
教
団

を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
２
０

１
４
年
４
月
よ
り
２
年
間
の
任
期
。

議
長：大
西
修
主
教
、
事
務
局
長：

竹
林
徑
一
司
祭
、
事
務
局
：
米
虫

克
次
氏

＊
５
月
５
日
の
司
祭
按
手
の
た
め

の
リ
ト
リ
ー
ト
が
４
月
27
日
～
29

日
、
聖
ル
カ
教
会
礼
拝
堂
で
行
わ

れ
た
。

Ⅱ
．
協
議
事
項

＊
第
１
１
２（
臨
時
）教
区
会（
主

教
選
挙
）
書
記
に
岩
城
聰
司
祭
、

古
澤
秀
利
司
祭
を
選
任
。

＊
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
納
骨
堂
認

可
手
続
き
に
つ
い
て

＊
千
松
清
美
執
事
、
古
澤
秀
利
執

事
、
義
平
雅
夫
執
事
の
司
祭
按
手

式
が
５
月
５
日
主
教
座
聖
堂
川
口

基
督
教
会
で
行
わ
れ
、
同
日
付
け

で
各
教
会
の
副
牧
師
に
任
命
し
た
。

＊
台
湾
聖
公
会
創
立
60
周
年
記
念

式
典
（
４
／
24
～
28
）
に
大
阪
教

区
か
ら
28
人
が
参
加
。

26
日
（
土
）
記
念
礼
拝
の
中
で
、

２
０
１
７
年
ま
で
の
第
４
期
宣
教

協
働
関
係
締
結
書
を
交
わ
し
た
。

Ⅱ
．
協
議
事
項

＊
千
松
清
美
司
祭
、
古
澤
秀
利
司

祭
、
義
平
雅
夫
司
祭
の
牧
師
任
命

日
を
９
月
１
日
と
す
る
と
の
諮
問

５
月
15
日（
第
７
回
定
例
）

Ⅰ
．
主
教
報
告

　
　

及
び
諸
報
告

を
受
け
承
認
。

＊
教
区
礼
拝
（
９
／
28
）
で
合
同

堅
信
式
を
行
い
た
い
と
の
諮
問
を

受
け
、
宣
教
部
会
の
企
画
の
も
と

実
施
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

＊
教
役
者
夏
期
手
当
に
つ
い
て
、

財
務
委
員
会
か
ら
原
案
が
提
示
さ

れ
承
認
。

聖
贖
主
教
会

○
５
月
12
日
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
玄

関
を
入
っ
て
す
ぐ
の
女
性
ト
イ
レ

を
改
装
し
、
そ
こ
に
設
置
さ
れ
ま

大阪教区 宣教部 礼拝・音楽委員会と生涯学習委員会共催

「信徒の学び」出張講座のご案内

なぜ礼拝するのか ?
な ぜ 歌 う の か ?

2014年7月27日（日）14時～16時（受付13時半～）

川口基督教会 ℡ 06－6581－5061

2014年8月31日（日）14時～16時（受付13時半～）

堺聖テモテ教会 ℡ 072－261－2015

お問い合せ：大阪教区事務所 Tel 06-6621-2179

参加費無料
持ち物：祈祷書、聖歌集

中　部

南　部

事前の申し込みは必要ありません。どちらも同じ内容です。

2014 教会音楽祭 in おおさか

2014 年 ９月２３日（火・秋分の日）午後２時～４時

カトリック阿倍野教会
（大阪市阿倍野区松崎町3丁目6番25号）

《曲目》聖歌 第３７４番、第５５５番、第２４３番

８月２３日（土）１１時～１２時　川口基督教会
９月２３日（火・祝）１１時～１２時　大阪教区事務所

第２回「教会音楽祭 inおおさか」が9月に行われます。「教
会音楽祭 in おおさか」は、大阪にあるキリスト教の教派が
賛美を通じて交わりを深めるエキュメニカルな集いです。
聖公会（大阪教区）は、下記の聖歌 3 曲を歌う予定です。
楽しいひとときを過ごしましょう！
ご参加をお待ちしております。

練習スケジュール

日時

場所

合唱メンバー募集

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
ト
イ
レ
も
大

幅
に
間
取
り
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

○
去
る
5
月
10
日
（
土
）
第
20
回

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
バ
ザ
ー
が
当
教
会
全
館

で
開
催
さ
れ
た
。
５
０
０
人
に
近

い
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
会
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
教
会
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
・
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
関
係
者
や
一
般
市

民
が
来
場
し
た
。
当
教
会
員
の
ほ

か
入
居
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
も
総
力

を
挙
げ
て
協
力
し
盛
会
裡
に
終
わ

っ
た
。

愛
の
園
・
深
和
ホ
ー
ム

○
去
る
６
月
12
日
（
木
）
午
前
10

時
か
ら
「
深
和
ホ
ー
ム
」
チ
ャ
ペ

ル
で
田
辺
地
区・超
教
派
牧
師
会・

祈
祷
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

○
７
月
14
日（
月
）か
ら
18
日（
金
）

ま
で
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
の
全

神
学
生
（
９
人
）
と
指
導
教
員
２

人
が
夏
期
実
習
を
い
た
し
ま
す
。

桃
山
学
院
大
学

○
７
月
12
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
、

第
18
回
チ
ャ
ペ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。
テ
ノ
ー
ル
歌
手

の
畑
儀
文
（
は
た
よ
し
ふ
み
）
氏

と
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
久
保
真
矢
氏

の
共
演
で
す
。
入
場
無
料
で
す
。
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恵
我
之
荘
聖
マ
タ
イ
教
会

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ�

大お
お

野の　
有ゆ

紀き

（
４
月
20
日
）

大
阪
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　
モ
ー
セ�
中な

か
村む

ら　
有ゆ

う
治じ

（
４
月
20
日
）

大
阪
聖
愛
教
会

　
フ
ィ
リ
ポ�

松ま
つ

本も
と　

　
忠

た
だ
し

（
４
月
20
日
）

堺
聖
テ
モ
テ
教
会

　
ソ
フ
ィ
ア�

黒く
ろ

田だ　
愛あ

い
梨り

（
４
月
20
日
）

大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

　
グ
レ
ー
ス�

米よ
ね

津づ　
弘ひ

ろ
子こ

（
５
月
12
日
）

（
5
月
4
日
）

庄
内
キ
リ
ス
ト
教
会

　
シ
モ
ン�

角す
み

田だ　
陽よ

う
一い

ち

（
5
月
11
日
）

大
阪
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　
モ
ー
セ�

中な
か

村む
ら　

有ゆ
う

治じ

　
テ
モ
テ�

長は

谷せ　
祥し

ょ
う
じ司

（
5
月
25
日
）

魂
の
平
安
を

祈
り
ま
す

教区関係教役者

逝去者記念聖餐式

＊�教役者逝去記念聖餐式は、毎月第２水曜日午前 11時か
ら、主教座聖堂（川口基督教会）で行われます。ご関
係の有無にかかわらず、どうぞ自由にご参加ください。

◇ 7月9日（水）午前 11時
於　主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　司祭　ヨシュア　原田光雄
司　祭　ウォルター･Ｊ･エドモンズ（1889.7.1 英）
伝道師　野

の
村
むら
　志

し
津
ず
（1997.7.1）

宣教師　エリザベス・メータ・ソフィー・ヒューボルト（1934.7.5 英）
主　教　パウロ　久

く
保
ぼ
淵
ぶち
　豊

とよ
彦
ひこ
（2006.7.12）

主　教　アーサー・ウイリアム・プール（1885.7.14 英）
宣教師　オクタビア・ジュリアス（1942.7.15 英）
宣教師　エミリー・サンドル・フォックス（1942.7.20 英）
司　祭　ヨハネ　木

き
川
かわ
田
だ
　正
しょう

毅
き
（1990.7.20）

司　祭　堀
ほり
江
え
　議

ぎ
作
さく
（1928.7.21）

執　事　永
なが
田
た
　保

やす
治
じ
郎
ろう
（1941.7.21）

伝道師　中
なか
村
むら
　貞

さだ
子
こ
（1953.7.23）

宣教師　エセル・アグネス・カーライル（1957.7.23 英）
司　祭　西

にし
田
だ
　弥

や
吉
きち
（1945.7.24）

宣教師　ジェーン・アン・スタベリー（1963.7.24 英）
司　祭　サムエル　堀

ほり
江
え
　光

こう
児
じ
（1990.7.25）

主　教　マルコ　小
こ
池
いけ
　俊

とし
男
お
（2011.7.28）

宣教師　ロレッタ・レオナルド・ショウ（1940.7.29 英）

◇ 8月13日（水）午前 11時
於　主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　司祭　パウロ　井上進次
主　教　エドワード・ビカステス（1897.8.5 英）
主　教　ヘンリー・セントジョージ・タッカー（1959.8.8 米）
宣教師　アグネス･S･ウイリアムス（1970.8.9 英）
司　祭　ヨハネ　桜

さくらい
井　猶

なお
次
じ
郎
ろう
（1945.8.10）

主　教　ペテロ　藤
ふじ
本
もと
　寿

じゅ
作
さく
（1969.8.10）

宣教師　シルビア・ルイス・ケンドール・ブッシュ（1966.8.11 英）
司　祭　関

せき
　翔

たすく
（1953.8.18）

宣教師　キャサリン・アリス・サルヴィン・トリストラム（1948.8.24 英）
伝道師　ルツ　中

なか
村
むら
　光

みつ
尾
お
（1978.8.30）

　
オ
ー
ガ
ス
チ
ン　
白し

ら
石い

し　
寿じ

ゅ
い
ち一

（
5
月
4
日
・
80
歳
）

大
阪
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

　
マ
リ
ア�

中な
か

川が
わ　

　
倫み

ち

（
3
月
2
日
・
101
歳
）

芦
屋
聖
マ
ル
コ
教
会

　
ハ
ン
ナ�

馬ば

場ば　
陽ひ

で
子こ

（
4
月
14
日
・
94
歳
）

司
祭　
サ
ム
エ
ル　
樋ひ

口ぐ
ち　

隆た
か
あ
き照

（
京
都
教
区
・
4
月
21
日
・
78
歳
）

　
バ
ル
ト
ロ
マ
イ　
森も

り
田た　
和わ

吉き
ち

（
4
月
26
日
・
78
歳
）

大
阪
聖
愛
教
会

　
ド
ー
ラ�

武た
け

市ち　
温は

る
子こ

（
４
月
24
日
・
81
歳
）

東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　
ア
ン�

葛く
ず

野の

米め

利り

子こ

（
5
月
5
日
・
76
歳
）

　
ザ
カ
リ
ヤ�

青あ
お

柳や
ぎ　

哲て
つ

夫お

（
5
月
19
日
・
89
歳
）

大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

　
グ
レ
ー
ス�

米よ
ね

津づ　
弘ひ

ろ
子こ

（
5
月
12
日
・
90
歳
）

石
橋
聖
ト
マ
ス
教
会

　
ル
ツ�

田た

邉な
べ

美み

惠え

子こ

（
5
月
24
日
・
78
歳
）

川
口
基
督
教
会

　
ア
ッ
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

大お
お

方が
た　

　
栄

さ
か
え

（
２
月
２
日
）

　
サ
ラ�

太お
お

田た　
順じ

ゅ
ん
こ子

　
マ
リ
ア
・
ア
グ
ネ
ス松ま

つ
澤ざ

わ　
綾あ

や
子こ

（
5
月
18
日
）

石
橋
聖
ト
マ
ス
教
会

　
エ
リ
サ
ベ
ツ�

木き

村む
ら　

愛あ

泉み

　
ダ
ビ
デ�
小こ

松ま
つ　

翔し
ょ
う
ま馬

　

教
区
報
４
３
６
号
訂
正

※
４
月
20
日
発
行
の
教
区
報
第
436

号
の
訂
正
は
以
下
の
通
り
で
す
。

お
詫
び
し
ま
す
。

８
頁
：
Ｏ
Ｋ
委
員
会
は
い
ま

４
段　
28
行
目

（
誤
）
各
グ
ワ
ー
キ
ン
グ

（
正
）
各
ワ
ー
キ
ン
グ

編
集
後
記

川
口
基
督
教
会

　
ル
ツ�

平ひ
ら

田た　
美み

鳥ど
り

（
2
月
9
日
・
77
歳
）

京
都
教
区
と
の
協
働
の
一
つ
と
し

て
、
両
教
区
の
広
報
担
当
者
に
よ
る

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
情
報
の
共
有
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。「
Ｏ
Ｋ
委
員
会
は
い
ま
??
」

の
連
載
を
開
始
し
ま
し
た
。
両
教
区

の
合
併
を
推
進
す
る
委
員
会
の
広
報

担
当
者
が
交
互
に
担
当
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）


